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LR1.2　　　自然エネルギーの活用とAIによる自動制御システムの採用により再生可能エネルギー100％で運用する日本初のデータセンタの実現

LR1.3　　　冷涼な気候を活かした間接外気冷房の採用によりエネルギーの設備負荷の低減を実現

LR2.2　　　建設廃材の再利用や再生材料の採用により資材廃棄量の低減を実現

Q3.1　　　 海岸地形を再現した外構計画により石狩の生態系を保全
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統括：土井　健史／建築：田中　幹大、江森　健人、原田　健介／構造：加納　和麻、櫻井　啓

、設備／豊原　範之、山口　亮、佐藤　奨悟、家坂　昂希

冷涼な気候を活かした間接外気冷房

温⽔舗装材

排熱利⽤

排熱を利⽤したロードヒーティング排熱を利⽤した床下空調

排熱利⽤

外気利⽤

OAフロア会議室

事務所稼働サーバー室稼働

ⅴ.型枠材のサインへの転用 ⅵ.型枠材の什器への転用 ⅶ.廃材利用した再生材料の採用 ⅷ.地中障害の再利用

ⅰ.木毛セメント板の打込み型枠 ⅱ.地場産材の採用 ⅲ.基礎工事に伴う残土の再利用 ⅳ.建築材料の現し仕上げ

年間を通して冷涼な外気を確保できる石狩の気候を活かし、外気冷熱を建物内に取り込み冷房負荷を軽減する空調方式（間接外気

冷房）を採用している。はねだした5つのボックス下部から室外機置場へ給気、上部から排気を行い、エアフローを可視化した建物

形状としている。データホール内で暖められた空気は会議室の床下空調やロードヒーティングに再利用し、エネルギーの循環を実

現している。

建物をつくる上で、工事の過程で大量の材料が使われそのほとんどが廃材となる。本施設においては極力躯体を出さない作り方

や、材料の転用による再利用など8つの取り組みを行った。

海岸の微地形を基礎掘削字の建設土を利用して再現した。地形

に合わせ風上から風下に向かって、海浜植物の草原からハマナ

ス群集、カシワ群集へと自然に移り変わるように植栽すること

で、自然の力で緑地を安定化させる計画としている。建設残土

の再利用だけでなく風がつくる自然の循環を再現することで、

石狩の生態系や環境の保全に取り組んでいる。

02.  『エネルギー』の循環

03.  『資源』の循環

04.  『生物』の循環

雪の断熱性能を活かした建物構成
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だしボックスだしボックス 間接外気冷房の建物構成間接外気冷房の建物構成

木毛セメント型枠の内壁木毛セメント型枠の内壁 道産トドマツの天井道産トドマツの天井 再利用土の外構築山再利用土の外構築山 ランナー現しの廊下天井ランナー現しの廊下天井

合板型枠の階数サイン合板型枠の階数サイン

②

①

①①
②

②

③③

③

合板型枠のエントランスベンチ合板型枠のエントランスベンチ 溶融スラグタイルの床溶融スラグタイルの床 掘削時の石を利用した蛇籠掘削時の石を利用した蛇籠

排熱利用の床下空調を排熱利用の床下空調を
敷設した敷設した OAOA フロアフロア

ロードヒーティングをロードヒーティングを
敷設したエントランス敷設したエントランス

⻄地区

⼩樽市

札幌市

太陽光
⾵⼒
バイオマス

再エネエリア再エネエリア再エネエリア

樽川変電所

中央地区 東地区

⽯
狩
放
⽔
路

公園

公園

公園

花
岬
埠
頭
 
中
央
⽔
路

樽
川
埠
頭

公園

公園

道央新道

（国道
337 号線）

公園

洋上⾵⼒発電

地域再エネ電源

⾃家発電設備

電⼒需給制御

蓄電池 6MWh太陽光 1.8MW

ゼロエミッションデータセンター

開設時 2~3MW/400 ラック規模

再エネ 100％データセンター
企業・官公庁・⾃治体

データ国内分散保管・脱炭素化

01.  『地域』の循環

再生エネルギー100%で運用する日本初*のデータセンター　
『地域』『エネルギー』『資材』『生物』の4つを循環させる

石狩湾に浮かぶ洋上風力発電石狩湾に浮かぶ洋上風力発電

敷地外のメガソーラー敷地外のメガソーラー蓄電池と AI 技術を活用した電力供給制御の仕組み 建物周辺に広がる再エネエリア

北海道石狩市に位置する、再生可能エネルギー100％で運用するデータセンターの計画である。ゼロエミッションデータセンターは

日本初*の事例であり、この土地の特性を考え 地域、エネルギー、資材、生物の４つの「循環」をテーマに、その効果を実証して

いく施設である。

自社で設置した太陽光発電と石狩湾の洋上風力発電から電力を供給し、蓄電池とAI技術を活用した需給制御の仕組みにより再エネ

電力の安定性を確保する計画である。出所の明らかな再エネ１００％で運用するデータセンターであり、再エネの地産地消をより

促進させる役割を果たす。

*京セラコミュニケーションシステム株式会社調べ。国内のデータセンターで 24/7 カーボンフリー電力に対応する仕組みとして。
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